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〔特別展〕
特別展 「浜黒崎の自然一そこにすむ生き物たち一」

富山市科学文化センター

当館では， 第 5 回特別展として表題の特別展を 3 月 24 め， 松原一帯の生物調査が企画された。 ζの調査に当館

日から 5 月 31日まで開催している。過去 4 回の特別展 の生物系職員が参加した。乙の調査により ， 松原一帯の

は， 館の歴史が浅く ， 自ら調査研究した成果や収集した 生物相をある程度把握する乙とができたが， 砂浜や汀線

成果がほとんとないため， 展示物を借用品に頼った特別 周辺の動物相については未調査で， 乙のため館独自の謝

展が多かった。今回は， 充分とはいえないまでも， 自館 査が昭和55年に行われた。とれらの成果を基に，今回の

の調室研究に基づき ， 展示物もほとんど当館職員が収集 特別展が企画された。無機的自然環境とのかかわりや生

した資料を使い， 調査の成果を発表したものとなってい 物間相互の関係は，調査が不充分で展示には示されてい

る。 以下， 開催までの経過や展示方法， 観覧者の反応に ないが， 刻々と変化しつつある地元の自然のー断面をと

ついて簡単K述べてみたい。 らえ， 市民の足元の自然を知ってもらう という点に焦点

当館では， 市民のための博物館として， 富山県，特に を置いた。展示の構成および展示物は次の通りである。

富山市を中心とした地域の自然の解明について調査研究 1 )構 成 O浜黒崎の位置 O松林の生き物

を進めたいと考えてきている。今まで， 富山県での自然

の調査や研究は， í立山」や「黒部峡谷」など特殊な地

域K焦点、が置かれ ， 地元の富山市や富山平野の様子は分

かっていなかった。 í富山市iζ何種の植物がはえ， 何種

の昆虫がすんでいるか」と問われでも ， 答える乙とがで

きないのが現状である。そうした矢先， 昭和53年から55

年にかけて， 富山市の教育委員会教育課で，富山市の北

端IC位置し富山湾に面する浜黒崎の松並木を保存するた

特 別 展会場

01毎の生き物 O浜黒崎の野鳥

0砂浜の生き物 O浜黒崎のけもの

2 ) 展示物

O標本 海岸の小動物88種 120点， 昆虫78種 84点，

魚類28種28点， 鳥獣ハク製23種27点，

植物30種35点

0解説パヰ、 ノレ 21点

0スチーノレ写真 42点(主に四つ切り )

特別展示室は， 約80 nrと狭いが， このような限られた

地域を対象とし，比較的短期間の調査研究に基づく展示

を行うには充分な広さであろう。

展示形態は，標本を入れる各種ケースを中心lζ し，パ

ネ ノシを併用した。海岸のコ シ ク 3 ー トブロックなどにつ

く小動物は， アク v )ν板にのせた標本をアノレコールづけ

脱脂綿の入った管びんに入れ展示した。 しかし， 標本自

体 1 cm未満のものが多く ， 見えにくい欠点があり，一部

写真を併用して並べた。員はプラスナックチースを使用

し. 昆虫は展麹標本， 植物は1]皆葉標本と した。海藻は10

%ホ ノレ "'< 9:-' 1C数 日 間浸した後， グリセリ :-'IC浸し乾燥

させたが， 乙れは原型が保たれ， 色も残り見栄えのする
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標本となった。 観覧者の中から， とのような標本の製作

方法について問い合せがあった。魚類などの大型海産動

物については 5 mm厚のアクリ ノレケ ースを特注しホ ノレ 7

3 ンづけ標本として展示したが，厚みが足りずゆがんで

しま った。 砂浜の小動物のコーナーでは，砂の上 lこ標本

を置きジオラ 7風lζ工夫した。さらに，フグ， ヒラメな

ど比較的飼育の簡単なものについては，水槽で展示した。

また，一般市民との直接の対話の場そ設けるため，

「科学の広場」という自然科学に関する話題を紹介する

コー ナーで， r浜黒崎の海岸動物」ゃ「海岸の動物」に

ついてスライドで説明するというテーマを設けた。

当館の特別展は常設展と併設しており ， 特別展示室へ

〔海外の博物館〕

の来館者数は把握でき江いが，身近な地域や動植物が展

示しであるため， 気軽に観覧している人が多いようであ

った。 小中学生や年配の方の中には何人かメモを取る人

がみられたが，興味の対象が片寄っているようだ。 今回

の特別展でも，地元のテレビ局や新聞社の取材があった

が，展示は地味なものが多く，マスコミうけするものは

少ないようだ。また， 理科担当の先生方からは，理科教

材にな るものはないかとの問い合せがあり ， 身近な自然

についての情報が欠如していると感じられた。

とにかく，不充分ながら独自の特別展が開催できたわ

けであるが， 今後もよりよい展示をめざして努力した

(南部久男)

香港プラネタリウム見学記

天文博物館五島プラネタリウム 豊 川 秀 ご.J..，.

'ロ

今回香港に設置されたプラネタリクム一一香港太空館 乙とでは見えない。床から 1 m く らいの高さ の丸い防護

Hong Kong Space Museum-一ーを見学する機会K恵 壁越しに最上部がわずかにのぞいているだけであった。

まれたので，その時の印象を書いてみたいと思う。 ツアイスプラネタリクムの最新型をたっぷり見たいと思

太空館は九龍半島の先端部の埋立地lζ建てられていて っていた私の希望はくずれ， ついに最後まで全貌を見る

対岸の香港島の高層ビル群が真近に見渡せるo 幸運にも 機会 lζは恵まれなかった。

私たちの泊ったホテルからは歩いて10分くらい‘で行く乙 いよいよ投影の原始である。先ず高層ビノレが頭上に林

とができた。 建物は大きな卵を縦に切って横たえたよう 立した情景が映し出される。 自分がピルの谷聞にいるよ

なユニークな形をしている。 うに感じる。どこからともなく感嘆の声がもれる。 見事

入口には団体の女学生が大勢待っていた。 ホーノレに入 な演出である。場面は昼間のスカイラインの景色に変わ

って投影時刻表を見ると 1 日 7 回の中，前半の 4 回は り，夕暮になる。その頃になっておもむろにプラネタ D

満員の札がかかっていて非常な盛況であった。 投影は朝 クム投影機が上ってきて星を映し始める。すっかり 暗く

10時が 1 回目で最終は夜10時から始まる。こんな遅い時 なる頃Kは周囲の景色は美しい香港の夜景に変わってい

聞があるのもお国柄によるのであろう。又休館日は無い た。

が火曜日だけ昼間は閉館して夜 7 時の固から始まる。 星座の説明が約10分くらいあり ， 惑星の動きも少し見

ドームに入る 。 スク 3 ー γの直径は23m と大きい。椅 せてくれた。その後は70 ミリ映画 (Omnimax ) や補助

子はゆったりとしているが背板は動かなかった。 投影機をふんだんに使ったスペースシヨクであった。 70

ドーム中央lζ誇らしげに立っている筈の投影機の姿が ミリ映画はドームスク 3 ーンのほとんどをカパーするく

香港太空館の全景

らい広いので迫力は満点であった。 その他ビッグ ・ パン

の様子を強烈な光と音で表現して観衆の度肝を抜いた

り，ズーム式投影機やいろいろな効果投影機を十分に活

用してダイナミックな投影を見せでくれた。 1 時間が短

くさえ感じられた素晴らしいシヨクであったが， 私とし

てはもう少しプラネタリワムの出番を多くしてほしかっ

たと思った。

展示室は地階にあってドームの周囲を一周するように

作られている。館長のアイデアが各所にもり ζ まれた ~'I:

派な展示が多かった。又太陽に関する展示室が準備中で

屋上にドームレスの太陽望遠鏡が設置され，太陽観測の

いろいろな装置が下の観測室に取り付けられていた。太
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ネタ 3 クムの補助役影機についても既成のものも沢山ロ

ッカ ーに並んでいたが， 手造りの吻も数多く見られた。

プラ井タ 3 クムのプログラムを製作するに当たり ， ソ

フト，ハードの両面にわたってほとんどの部分を自家製

でやっているという乙とは大変な乙とだと思った。

摩書館長には公私にわたって大変お世話になったが，彼

の話では ζ の館lζ は 100 名以上の職員がいるが学芸員的

仕事をする人が足りないそうである 。 しかし私の見たと

乙ろでは非常によくやっていると感じた。 そして尚一層

の発展を祈りたい気持で太空館を後にした。

最後にとの太空館のある埋立地付近一帯は近い将来コ

ンサー トホーノレ，オペラハクス ， 劇場，美術館などが立

ち並ぶ一大文化センターになるそうである 。

ス全 科協ニ

陽のスペクト ノレ投影装置，プロミネジスの観測装置(直

接及びテレビ画面)， 太陽像を投影板上でスケッチでき

る装置などが作られていた。

この太空館を見学して感心し， 又うらやましく思った

のは各分野で立派なワークショップを持っている乙とで

ある。木工， 機械工場には各種の工作機械があり，展示

品の製作や修理を行っている。アー ト グラフィックの関

係では専門の人をアメリカから招いたり，非常に力を入

れている ζ とが窺える。 プラネタリクムに使われるスカ

イラインの絵ψ展示品のディスプレー，絵パネルなどに

勝れた腕をふるっている。 写真関係でも立派な暗室を持

っていて， カラ ーフィ ルムの現像装置もあり ， 複写引伸

などの処理も全部自館で行っているようであった。プラ

、，.，肉、，・、，、.、匂".，、~・‘，、 .、.，. .'、".".、.、，、.・、J・，、.'、，、.句、".，、~ ."，、.、"'.'、d・，、.・、，、.'、".，時~.、，、.、~.，、~ - ~、.、~.内

活動〕育〔教

ナコ問質話電

神奈川県立博物館

質問者は，小中学生が多く ， 身近の素朴な疑問から生

ずる質問が多い。 発達段階に合わせて解答を与える。 l時
には展示場に出て解説を行う乙ともある。

入館者数は 7-8 月の夏休みが辰も多く. 5 月 . 10月

の遠足の時期や，特別展の開催日にも多い。

1977年以後特別展は， 年に自然系 2 回， 人文系 2 回を
実施している。

特別展開催中の土， 日曜日には， 質問電話が多く利用

され， 交換台は，外線と重なり，質問者や，外部からか
けられる方に， しばしば迷惑をかける 。 交換台を通さな
い，インターホン化が検討されている。

回答者不在の時のアフターすー ピスとして. í質問票」
(月間) を用意し， 入館者の質問に，積極的

に応えていきたい。

(生出智哉 ・ 戸板敏郎〕

当館では. 1973年から一投入館者の便宜をはかるため

に， 学芸員によるイ Yストラクタ ーを実施してきた。学

芸員が常時， 展示室に出て入館者から質問を受ける乙と
は， 展示品の増加や展示構成上か ら ， 続ける乙とが不可
能になった。

質問者への対応として， 館内数か所lζ電話を設置し，

質問電話コーナーを. 1977年に開設した。

質問者がダイヤノレを回すと，交換台につながり ， 交換

手は質問の内容により，自然系室， 歴史 ・美術室，考古・

民俗室， 情報 ・ 普及室K取りつぐ。 例えば，自然系室で

は， 職員が動物，植物，地学別に回答者を選定し，質問
iζ答える。

ーナ統計電 話 質問 コ

電話質問コーナー

ベ
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〔教育活動〕

マイコン教室

UFO 

今度はUFOの色を何色にしょうかな。 UFOを上か

ら下へ着陸させてみよう。 UFOの着陸スピー ドは遅く

ならないだろうか。 UFOをもっとカッコのいい形にし

てみよう 。 今度はUFOを 3 機とばしてみよう。 UFO

があっちとっちに現れては消えるようにしてみるか。 U

FOの色が変わるようにしてみよう。などなどー 。

当館 3 階の「創造コーナー」。テ レコムクラブA組の

マイコン教室。 マイコシ入門講座の 2 日目である。 中学

生19名，高校生14名 ， 合計33名。女生徒 3 名を含める全

員が， それぞれ 1 台ずつのマイコ ジを独占して， UFO 

のプログラム(図 1 ) に楽しそうに挑戦している。学習

内容は図 2 のとおり。

クラブ員は乙の 4 月 K入会した新入生。もちろん，マ

イコンは始めて。前日の土曜日，マイコ γ入門教室の第

1 日目を終え，待望のD C-8001を動かせるようになっ

て，今日は目を輝かせてアプリケ ーショシプログラムを

学習していると ζ ろである。

テレコムクラブの誕生

当館のテレコムクラブは，次代を担う青少年が具体的

な実験 ・ 工作 ・ 研究等を通じて， 自発的に体験学習を楽

しみながら， 科学的なものの考え方や方法を自然に身に

つけてもらうことを 目的に， 53年 8 月 発足したものであ

る。

体験学習のテーマには， 学校でもやれないもの，また

現在の子供たちが担う 21世紀Kは誰もが使いとなすであ

ろうコンビュ ータを取り上げる ζ ととし，そのハードと

ソフ トという乙とで， 電子工作とマイコ γを 2 本柱にし

たが， 断然人気があるのがマイコジ。

電気辺信科学館
1~) CONSOLE"O, 1 
110 WIDTH.25 

120 FOR Y=O TO 15 

130 FOR x=o TO 34 

140 PR1NT CHR$(12l 

150 COLOR 4-
160 Yl=Y+l:Y2=Y+2 

170 LOCATE X.Y :PRINT" ~・ν・
180 LOCATE X.Yl:PRINT""'--"'" 

190 LOCATE X.Y2:PRINT ・・ . .・・
200 FOR T=O TO 16:NEXT 

210 LOCATE X, Y2:PRINT" 0 0" 
220 FOR T=O TO 16:NEXT 
230 NEXT X.V 
240 RUN 

図 1 r U FO J のプログラ ム

電気通信科学館

クラブ員応募の資格は，ハンダづけのできない人，マ

イ コンを知らない人。クラブ員は 4 月 lζ募集している。

53年度K ， マイコシを知っている 16人を対象に同好グ

ノレープを作ったが， 54年度以降は 1 年間の講座を終了し

たテレコムクラブ員のうち， その後も当館でマイコシを

勉強したい人たちを収容するアドパジスドクラスに編成

替えをした。 55 年度には中学生クラスを 1 クラス増や

し， 56年度は中 ・ 高校生全体のクラス編成とした。 各年

度ごとのクラス員の数を表 11ζ示す。

1 人 1 台のマイコンで体験学習

コンビュータのハードとソフトということで， 電子工

作教室とマイコ y教室があるが，いずれも予習は不要，

理屈ぬき，身体で覚える文字通りの体験学習方式をとっ

ている。

マイコン教室は， クラブ員30名前後のクラス単位lζ ，

5 月に 2 日間ずつの入門さ室を行う。もちろんマイコ γ

は 1 人 1 台。 それも最新鋭のピカピカのマシーγを使用

する。実習内容は電源の入れ方か ら始まり，キーボード

の使い方をやると ， あとは各自がプログラムを実際iζ作

る ζ とに入る。四則演算， 1 NPUT文， P R 1 NT文，

GOTO文， IF'THE N文， FOR'NEXT文，

A = A + 3 と進めていき ， 乙乙までが第 1 日目。ベーシ

ック言語の基本を32本のプログラム作成を通じて体得す

る 。 2 日 目は，アプリケ ーショ Y ・ プログラムを学習す

る 。 円と円周率， カラ ー表示， 本稿の初めにある， UF  

0，金利の榛グラブ，円 jナイソカーブ， ラジダム ・ カ

ラーグラフィックスなどのプログラム作成および改造を

楽しみながらプログラミ γ グの実際を学習してしまう。

乙の何の予備知識もなくキーボー ドに向かつて，直ち

図 2 マイコジ入門講座学習風景
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表 1 テレコム クラブ員 数

マイコンを初めて学習する人 マイコン既修者 | 合計

同好グル ー プ 16 (2) 
53 中 学生クラス 27 高校生 クラス 38 (7) 81 (9) 

中 8 I 高 8ω | 大ー

アドノt ンスドクラス 22 
54 中学 生ク ラス 32(お 高校生ク ラス 41 (7) 95 (9) 

中 15 I 高 4 

ア ドパジスドク ラス 34 
55 中学生A 26 中学生B 24 高校生 35 (2) 119 (2) 

3 

A クラス 33(3) B クラス 36(2) C クラス 36 アドパンスドクラス 28(1) 
133 (6) 

中川市 中 2μ制4(叫(臼叫1 中 17 I 高 9ω | 大 2
注) 1. ( )内は女子

2. r中j は中学生， r高」は高校生， r大」 は大学生

lと プログラム作りをしながら身体で覚えてしまう方法 (6) 自動ハノイの搭 H 中 3 11 

は，どうもマイコシの学習には最適の方式のよう である。 (7) レーず時計 H 高 3 11 

キ ーをたたく 。 間違っているとき には， ミダメ 4 とか (8) 関数とグラフ 55年度中 2 11 (図 6)

、エラ H とかマイコンが言ってくるので， もう一度正

しくキ一入力をする。こうしてマイコンを走らせると入

力したプログラムを忠実に実行してくれる。乙の辺が何

となく たまらなく楽しし、。グーム電卓や， グームクォッ

テ，イ シベーダグームをはるかに越える高級マ シー ン を

却jかしてグームをしているような感覚になるらしい。 ζ

のため，子供たちは， 受講中， 私語もなく目をキラキラ

させて懸命lζ マイ コ ンに取り組んでいる。プログラムの

理屈は， プログラムを打ち込んでいるうちに， 自然に身

についてしまう。かくして 2 日間の入門教室で，全員

が 1 人の落ちこぼれもなくマイコ ン ・ ペーシ y クを身体

で覚えて しまう 。

6 月以降翌年 3 月まではミ S L H とかミXYプロ ッタ

で 2 次方程式を画く H ミカラーグラフ ィッ クス H 等の

テーマで月 1 回の例会で専門知識を学習する。そして 3

月末に終了式を迎える。

すばらしい作品群

1 年間のクラブ活動中に， クラブ員が創作したプログ

ラムのうち優秀なも のは ， 当館の呑の特別展ミマイコ γ

ピュ ータ展H K 出展する 。 54年春， 55年春， 56年春lζ 出

展， 好評をえた作品には， 次のようなものがある。

(1) キキとララの星占い 53年度高 2 クラブ員(図 3)

(2) ハノイの搭 H 中 2 11 

(3) モジキーハソティソグ H 高 2 11 

(4) 紙ヒコーキ 54年度中 3 11 (図 4 )

-(5) ドラえもんのゴノレブ グ中1 ・ 中2 11 (図 5)

(9) 2 次元グラフィックス M 高 3 11 

(10) キュープ 4 11 中 2 11 

(11) オ Y エ ジテ -9 >' グ H 高 1 11 

(12) ガシダム H 中 2 11 

(13) 音声ダイヤノレ H 高3 ・大1 11 

{l品 カ ラーグラフ ィッ クス H 中 2 11 

王子・ ・二_-=f= フて?三・ニー・ =旬=ち2 ・ 4フ=勺ニー・

(jJpr ([) 1976 SI時iR lO DJ.LTD 

I三主主重量量
本**水牢*=.本 Tキト ラ号;J;シウラナイ 宇ホホキ :t::+ 本

アカ.. ' ~.1 1 二手内「レ

カニ叶" ト"苧ショ会“ 予・. -f ;c干ナ カ二目.，. " ヨ~tヲ苛二目テ
ヒトヲワ弓ワt:ll. 干ン汁守 子日立

.jド地0+命歌ホ :+: ;;0キホオトヰドヰト .jドホ吾:本*，を・**:t:守宅**:t苦手þヤキホ*:t:

鼎 ti'寺中J冷，，:!! テレ )Ä何)" 常任〉憎

図 3 女子高校生の作品「キキとララの星占い」
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図 5 中学生の作品「ドラエもんのゴノレブ」

以上の作品群は，テレビ， 放送，雑誌などのマスコミ

に乗り ，マイコ γ ブームの一翼をになった感がある。

フレッシュな講師障と十分な機材

テレコムクラブマイコシ教室の講師陣には， 電電公社

の若い獅子をあてている。 すなわち， 公社の中央学園の

マイコジクラブ部長をしていた堀米誠一君， 日本の航空

管制システムの設計開発をしている鵜重文雄君と赤石忠

義君， 武蔵野電気通信研究所で基礎研究をしている川島

伸夫君，公社の社内コ γ ピュ ータシステムを開発してい

る三津島貫寛君， いずれも入社して 1-5 年生である 。

回
コ
」U

芝
むU
U
J
Uト

日 1/04/11

1. y = .05x' 
3. y= .3x' 

4 

2 

SCIENCE H 円 LL

2. y = . 1 x' 
Y , 4. y= lx' 

3 

X 。

使用機材は表 2 1ζ示すとおりである。マイコン本体は TELE C白川 MUNI C 円 TI 目 NS SCIENCE HRLL N .S uglb 叫o. s hl

P C-8001の30台を主力に，必要に応じてメーカ ーから 図 6 中学生の作品「関数と グ ラフ」
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表 2 "<イコン機材一覧

装 置 名 |台数|メ 備 考

P C-8001 30 日本電気 カラ ーモニタ 21 

本 COMPO B S/80 12 11 11 10 

体
Apple II 7 米アップノレ社 M 7 

P E T-2001 S 3 11 コモドーノレ社

装 T R S-80 1 11 タンディネ土

置
L-K 1 T 8 1 富 士 jITi 

計 54 

6 渡辺測器 カラーペン付 4 

MP-80 プ 3 ンタ 7 エプソ :y 

入
UA 820 プロッタ 5 日本アレプ

フロッピーディスク 8 米アップノレ社

出 ，.〆 1 日本電気

MT- 2 カセ γ ト ・ テープ 1 ティアック

カセットテープレコーダ 5 米タンディ社
力

グラブィック ・ タブレット 1 米アップノレ社 ビデオ ・ ディジタイず

音声認識装置 11 

装 音声合成装置 2 11 

ビデオプロジェクタ 1 三菱電 機 70イシテ

カラーTVカメラ 1 ナショナノレ
置

アルゴン ・ レーヂ装置 1 日本電気

He-Ne 11 4 11 

等 VP-100 プロ y タ 1 精 工 舎

VP-50 11 1 " 

更に10台を教室開催時lζ借用し 1 人 1 台の本体を確保 1 台のマイコシを専有しテレコムクラブ員の入門教室と

している。 アドパンスドクラスになるとレーず光線をマ 同じ体験学習方式で実施しているが好評である。

イコンでコン ト ロールしてレーず時計を作ってみたり， 日本人とマイコン

音声入力で電話をかけてみたりするので，いろいろ必要 平和島の流通セシタ ーで開催される 「マイコシショク 」

に応じて周辺装置をそろえている。 が，当館で開催されていると思いこんでいる人たちが大

落ちこぼれの大人のためのマイコン教室 勢いるなど， すっかり当館といえばマイコンというイメ

テレコムクラブ活動は . 5 月 を除いて毎週土曜日に行 ージが定着してしまっ た。試行錯誤をくりかえして， 何

っているが 5 月を除く毎日曜白には， 午前と午後に各 とかテレコムクラブの体験学習を定着させてきたが，ア

2 時間ずつのマイコシ入門教室を中学生以上の一般入館 ーマにマイコジをとり上げたのが成功のキ ーになったよ

者を対象に開催している。 人数は20名ずつ"<イコシと うである 。 マイコンを体験学習している中 ・ 高校生や落

は何かを体験学習してもらい，コ γ ビュータに親しみを ちとぼれといわれる大人たちをみていると，日本人とマ

もってもらうための教室であるが，福岡，山口 ， 長野， イコシとは何か相性が極めて良いのではないかと思えて

四日市， 仙台など全国各地から受講生が集まってくる。 くる。

また，いわゆるコシビュ ータ落ちこぼれ族の大人のた 以上， 長々と書いてきたが， 科学博物館の体験学習に

めの 1 日マイコ γ入門教室を週1~2回. 20名ずつを対象

に実施している。日曜教室， 社会人教室とともに 1 人

ついて何かのど参考になれば幸いである。

7 -
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保存蒸気機関車の防錆整備

会員館園の紹介

北九州市立自然史博物館の開館
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車両 l乙対

(新入会)

0稚内市青少年科学館 館長吉田 正

~ 097 稚内市ノシャツプ 2

T E L (01622) 2-5100 

0秋田県立博物館 館長奈良修介

しでも ~ 010-01 秋田市金足鳩崎字後山52

内部にま T E L (0188) 73-4121 

で目を向 。大阪科学技術館

けた適切

な処置が

講じられ

る乙とを

希望した

し、。

4 

弁慶号の

塗装整備

会長和田 昌博

~ 550 大阪市西区靭本町 1 - 8- 4

T E L (06) 443-5321 

0宮崎県総合博物館 館長 黒木 布告 ゴ=ー
ド子 口

( 880 宮崎市神宮 2 - 4 - 4

T E L (0985) 24-2071 

0札幌市青少年科学館建設準備室 室長 田熊

事 060 札幌市中央区北 1 条西 1 丁目

勉

安田生命ビノレ 5 階

T E L (011) 892-5001 

0山梨県立青少年科学セジター 館長大久保 管

~ 400 甲府市丸の内 1 - 5 - 7

T E L (0552) 35-5944 

..rl ，'、同 ，・ ' . I~ ・ ・ 4町内 " 勺ド旬、門戸川・4 匂" "' . 、 、" ' " " ， ' ，， 、川.， .....、内川i 例 ..... ..'η. ' " ，. .... ..，. ， . ， .， "' ..... . ..川 田『、門戸、 . ... . P'， ..内ρ 司旬、 " " ・ ・ F、~"・・ .，. ....、"、川川、

ニホンカモシカ標本の斡旋

造林地IC食害を与える特別天然記念物ニホ γ カモシカ

については ， 文化庁等の指導により捕獲事業が実施され

てきたが， 全科協会員館からその標本を教育のために活

用したいという希望があり，その旨文化庁へ申し入れて

きた。 乙のたび昭和55年度に製作された15点のはく製に

ついて入手が可能となり，希望のあった会員館10館に連

絡して， その配布を斡旋した。

科学者・レオナルド ・ ダ・ピンチ展の実施

国立科学博物館では，昭和56年度移動展として「科学
者レオナノレド ・ ダ ・ ピシチ展」を全科協会員館と協力し

て次のように実施する乙とになった。

山口県立山口博物館 4 月 17 日 -5 月 17 日
愛媛県立博物館 5 月 22 日 - 6 月 14 日
香川県自然科学館 6 月 19 日 - 6 月 28 日
(会場，丸亀市立資料館〕

徳島県博物館
京都市青少年科学センタ ー

放送文化館

7 月 25 日 - 8 月 16 日

8 月 21 日 - 9 月 9 日

9 月 13 日 - 9 月 27 日
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